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 今回の開発商品は食卓の椅子の改善を目的とした。 
障害持つヒトがテーブルに着く時の椅子の処理の困難性と介護者の障害を持つヒトが座った椅子

の処理の困難性を解決するものである。 
【T 字杖を使用している片麻痺者を例として、動作を考えると】 

１．テーブルから椅子を引き出す・・・椅子と床の摩擦で困難・・・介護者が引き出す？ 
２．引き出された椅子に座る・・・しかし、テーブルと距離がある・・・食事など困難になる 
               障害のあるヒトは前にずらせることができない 
                  ↓ そこで介助が必要だが 
      介護者が前に介助することは、多大な労力を必要とする 
３．食事後に席を立つためには、椅子を後ろに下げる必要がある・・・そのままでは、起立でき

ない 
障害のあるヒトは後ろにずらせることができない 

                  ↓ そこで介助が必要だが 
      介護者が前に介助することは、多大な労力を必要とする 
＊＊自宅の食事のテーブルと椅子のセット・・・まったく異なる障害のあるヒトの専用椅子 
                         違 和 感 

セットはセットであるべき ⇔ セットを守り安全に楽に動かすことができる 
自助具を考案する 

 
 
 
 
 
 
 

椅子が揃ったテーブルセット          特別な障害者専用椅子の導入 
                          外観に違和感が生じる 
                 

動くようにキャスターを付して椅子脚のみ改造することで 
                テーブルセットに違和感がなくなる 
 

  

 



 




